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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年６月１４日（火） 

午前１０時００分  開 会 

午前１０時３１分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  澤 口 正 義   副委員長  舩 見 昌 功 

委  員  遠 藤 泰 子   委  員  下 山 光 義 

委  員  佐々木 卓 也   委  員  小比類巻 雅 彦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  堀   光 雄 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   副市長 ほか 

 

６．事務局職員   次  長  中野渡 孝 英   主  事  星   佳奈美 

 

７．案  件   議案第４１号及び議案第４２号の計２件 

 

８．会議概要 

澤口委員長：おはようございます。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る６月１０日の本会議において、議案第４１号及び議案第４２号の２

件が付託されています。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第４１号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

当局の説明を願います。 

総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第４１号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

 この議案は、新型コロナウイルス感染症の影響により、一定程度収入の減少が見込まれ
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る場合等における、国民健康保険税の減免の期間を延長するため提案するものでありま

す。 

 議案書の２ページを御覧いただきたいと思います。 

 附則第１５項の改正は、新型コロナウイルス感染症の影響で収入の減少が見込まれる場

合などにおいて、減免の対象となる国民健康保険税を令和４年３月３１日までの納期限が

定められているものから、令和５年３月３１日までの納期限が定められているものに改め

るものであります。 

 附則につきましては、施行日を公布の日とし、改正後の三沢市国民健康保険税条例の規

定の適用は、令和４年４月１日からとするものであります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

澤口委員長：それでは、質疑を行います。 

 舩見副委員長。 

舩見副委員長：それでは、質問させていただきます。 

新型コロナのパンデミックから、令和２年２月１日から減免されていると記憶してお

り、また去年の６月第２回定例会において期間の延長ということで、また、今定例会にお

いても現在、今、支援しております期間の延長ということで、参考までにですけれども、

令和３年度において減免された方、何名おられるのか。また、減免された金額についてお

示し願います。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：令和３年度の減免者数及び減免額についてお答えいたします。 

 令和３年度中は、減免者数１４件でございます。減免額につきまして２９９万７,２０

０円となっております。 

以上でございます。 

澤口委員長：舩見副委員長。 

舩見副委員長：ありがとうございます。 

１４件の約３００万円、この約３００万円という金額ですが、市とすれば減収となって

いますが、この補塡といいますか、ちょっと言葉が適当かどうか分かりませんけれども、

補塡はされるのか否かお教えください。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：減免額の減収についての補塡ということでございますけれども、国か

らの調整交付金及び災害臨時特例補助金というものが制定されておりまして、これにて１

００％の補助ということになっております。 

以上です。 

澤口委員長：舩見副委員長。 

舩見副委員長：ありがとうございます。１００％、国から補助されるということで承知し

ました。 

もう一つ、参考までにですが、国民健康保険税ということで、三沢市において私は月一

万六千何ぼか払っているのですが、三沢市において最高額というのはちなみにですけれど

も、年間幾らになっているのか。 
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澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：国民健康保険税の三沢市における最高額でございますが、前回の専決

処分にて、令和４年度は１０２万円が最高額となりました。 

 以上でございます。 

澤口委員長：そのほかございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：さっきから件数聞いたら、１４件って少ないなと思っていたのだけれど

も、この一定程度収入の減少というのはどういう人が対象になるのですか。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：減免に該当するときの収入額の減でございますけれども、前年度の申

告した所得のときの収入と今年度の営業見込み及び実績、主に実績３か月ぐらいですけれ

ども、その収入額を比較して３０％減となる方を対象としております。 

 以上でございます。 

澤口委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：前年度収入の３０％減、ある程度、商売やっている人だけが対象というこ

とで……。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：３０％減ということもありまして、主に自営業者が対象です。ですの

で年金とか給与をもらっている方は、大概コロナでの減収というのはほとんどありません

ので、営業の方が対象となっております。 

 以上です。 

澤口委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：それにしても１４件というのも、少ないような気がするのだよね。飲食店

でもかなり収入が減っている人、何百件出しているでしょう。その中で１４件、支援金も

らっている人たちが４００件とかという、その中で３０％以下の人が１４件しかないとい

うのは、その辺ちょっと腑に落ちないのだけれども。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：ちょっと１４件というのが少ないのではないかということですが、そ

もそも前年度の収入と比較するものですので、所得申告の状況が低ければ、例えば非課税

の方とか、飲食店でも結構多いので、比較しても３０％減までならないというところが結

構ありました。 

 以上です。 

澤口委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：では、今年の対象者の見込みというのは何人ぐらいいるのですか、来年の

５月まで。多分、そんな減少しないような私は感じするのだけれども、その辺。 

澤口委員長：国保年金課長。 

山田国保年金課長：これは全部申請で受けております。ですので、問合せなど来たときに

御説明しておりますけれども、御自分で比較してみて３０％減になっていなければ申請も

してきませんし、してきたときに、うちのほうも一緒に吟味してやっておりますけれど
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も、令和２年度は２１件、令和３年度は１４件と、ちょっと減っていますけれども、今年

はもうちょっと減るかもしれません。１０件程度になるような気がしております。 

 以上です。 

澤口委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４１号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４２号三沢市駅前広場条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

当局の説明を願います。 

蹴揚総務部長。 

蹴揚総務部長：議案第４２号三沢市駅前広場条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

 この議案は、三沢駅前交流プラザみーくるについて、指定管理者に納入された使用料金

を指定管理者自らの収入にできるようにするとともに、所要の改正を行うため提案するも

のであります。 

 議案書の４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第５条及び第１８条の改正は、施設の運用に伴う条文の整備等を行うものであります。

新たに加える第１９条は、三沢駅前交流プラザみーくるの使用者は、使用料金を指定管理

者に納入するものとし、納入された使用料金は、指定管理者の収入とする旨を規定するも

のであります。 

 附則につきましては、施行日を令和５年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

澤口委員長：それでは、質疑を行います。 

 佐々木委員。 

佐々木委員：まず、今回の条例改正ということで、交流プラザみーくるの利用料金制度の

導入ということでした。まず、その目的についてお知らせ願いたいと思います。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：今回の条例の一部改正の主な目的につきましては、駅前交流プラザ

みーくるについて指定管理者制度を導入するにあたり、当該使用料を利用料金制度という

形で、指定管理者の歳入にするための改正でございます。 
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 以上でございます。 

澤口委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございます。その目的をお知らせ願いたいということです。 

澤口委員長：産業観光課長 

中村産業観光課長：利用料金制度を導入することによりまして、指定管理者の方の権限で

駅の利用について、より利用しやすくしたり、使用料を増額させることによって管理的に

努力をしていただくことによって、さらに利用向上を図るために利用料金制度を導入する

ものでございます。 

 以上でございます。 

 佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 指定管理者の経営努力によって、さらに施設の稼働率を上げていくと、収入も増えると

いうことで、あそこの三沢駅前の施設については駐車場もあるわけですね。駐車場は既に

指定管理になっているのですけれども、今回、利用料金制を導入するということの、みー

くるだけについて利用料金制を導入すると決定した理由は、その辺のところを教えてほし

いのですけれども、駐車場を外しただとか、その辺のところをお願いしたいのですけれど

も。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：駐車場を利用料金制度から外した理由なのですけれども、駐車場につ

きましては駅の利用者、実際に東京とかに行くとか、お出かけされる方々が利用する施設

でして、市営駐車場とかと同じような状況で、指定管理者の努力によって利用が増えると

かというふうな意味合いがちょっと薄いものですから、他の施設と整合性をとるために、

市の収入にするものでございます。 

 以上でございます。 

澤口委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございます。その辺のところはよく分かります。 

 ただ、今回、指定管理者を募集している要綱の中に施設利用者、東広場有料駐車場の利

用台数ということで、元年度は５万８００台、２年度３万５,９３１台、３年度３万１，

６００台、それは当然にコロナの影響ということが大きいことと思います。そういうこと

で、仙台、東京だとか、出張だとか旅行される方の利用が多いということなのですけれど

も、せっかくプラザのみーくるのほうの施設の稼働率を上げたりする。そうすると連動し

て、もしかしたら駐車場のほうも増えるということもあるのかなと、キャパシティの問題

もあるのでしょうけれども、だからそういうことで利用料金制を導入するということは大

変いいことなので、指定管理者に頑張っていただきたいと。併せて本当は駐車場の利用も

上がるように、今後、やっていただきたいと思います。 

 これは要望です。終わります。 

澤口委員長：そのほかございませんか。 

 馬場委員。 

馬場委員：今、新しいのを利用料金制度にすると言ったけれども、これは料金をどこで、
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役所でまず設定していると思うのだが。これは今、こういうふうにすれば、この管理した

人が全部、高いから入らないというのもあるだろう、これは。駅の利用する人が、蕎麦屋

が入るけれども、１５万円だから高いとか、コンビニが高いとかで、それで上げたとかと

いうのがあるから、これは誰が、やった人が勝手に今度安くしたり、高くしたり、決めて

もいいということですか。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：テナントにおける使用料の設定につきましては、条例で既に定められ

ておりまして、指定管理者の権限で変更等については、基本的にはできない状況になって

おりまして、もし利用料金を増やすのであれば、違うテナントに入ってもらったりとか、

空いているスペースで臨時的にお店をやってもらう。八戸駅の通路上で、よくイカを売っ

ていたりとか、デザートみたいなの、お土産を売ったりとかというふうな形で、収入を増

やすというふうな形で今のところ予定しております。 

澤口委員長：馬場委員。 

馬場委員：別にいいのだけれども、条例でやるということは、これ変えてもいいことで

しょう。今まで決めているの、高いから安くするのだというのは、ここで変えてもいいこ

とでしょう。どうなの。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：まずは条例ですので、議会に諮れば、もちろん変えられます。 

 あと先ほど、私、ちょっと言い逃したといいますか、言い足りなかったのですけれど

も、一応、条例のほうで月額１１万５,０００円以内という形で、市長が別に定める額と

いうふうにしておりますので、もし例えばそこの経営等がうまくいかないとかというふう

な場合は、市のほうに相談した上で減額等についてはできる。ただ、高くはできないとい

うふうな、上限が１１万５,０００円というふうに定められているという状況です。 

 以上でございます。 

澤口委員長：馬場委員。 

馬場委員：そうすれば、指定管理になった人が決められたのを今までどおりやるというこ

とだけだな、どんどんもうかるみたいにやったほうがいいのではないのか。あそこは黙っ

て空けているし、ただガラガラして何ぼ行っても一つも人もいないし。指定管理者に任せ

てやるとか、そういうのはできないものなの。ただもったいないと思って、全然ガラガラ

して、見れば一つも有効利用とかしていないみたいだから。三沢の漁協の市場と同じく全

然いろいろなアクションも起こさなければ、人来てにぎわいしないような感じして。どう

も役所商売、商売でないから、役所がそういうあれやれば、いつももうけるのはないから

と思って、もうけなくてもいいけれども、あまりガラガラしないような方法というのは、

そういうのでやったほうがいいのではないのかなと思って、どうだべ、その辺やるあれが

ないか。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：まず物品の販売等につきましては、これまで３年間指定管理を導入す

るまでの間、どれだけの経費がかかるのかというふうな試行期間といいますか、３年間の

期間を設けておりましたので、その間に積極的に取り組むのではなくて、指定管理者制度
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を導入した後に、指定管理者のほうでやっていただきたいというふうには思っておりま

す。 

 あと、人が集うような形というふうな部分では、一応、今年の７月１日から、以前、春

日議員のほうから一般質問がございましたストリートピアノというものを、駅の構内のほ

うに設置する予定になっておりまして、そのピアノを弾いてくれたりとかというふうな

方々で利用してもらったりして、にぎわいを創出したいと思っておりました。 

 以上でございます。 

澤口委員長：よろしいでしょうか。 

 そのほかございますか。 

澤口委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：駅前広場の今空いているスペースとか、先ほどイカを売ったりとかということ

でお話があったのですけれども、例えば、その際に福祉団体とかそういう方が使うときの

減免制度とか、そういうのは使うことが可能ですか。 

中村産業観光課長：使用料につきましては、先ほど物品の販売等の話をさせていただきま

したけれども、物品等を販売する場合は、既に使用料は決まっておりまして、何というの

でしょう。もうけるためというふうなことであれば、基本的に減免は難しいとは思うので

すけれども、先ほど話のありました福祉的な利用等につきましては、一応、使用料の減免

措置の規定が１７条のほうで定められておりまして、一応、本来であれば国とか地方公共

団体等が利用する場合がメインなのですけれども、その他、市長が特に必要があるという

ことで認めることができるようなものであれば、基本的には減免等は可能であろうとは

思っております。 

 以上でございます。 

澤口委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：例えば福祉団体が野菜を売ったりとか、作った物を売ったりとかということも

可能ということで捉えてよろしいでしょうか。それは市長が認めたものということ。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：今の形態ですと、物品の販売というふうになるので何というのでしょ

う。営利目的なのか、福祉活動なのかというふうな線引きが、ちょっとなかなか難しいも

のですから、その都度、慎重に判断しなければならないと思いますので、具体例を見た上

で判断させていただかなければならないというふうな、今のところの返答になってしまう

ので、御了承いただければと思います。 

澤口委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：その判断に関しては申請というか、そういうのをやりたいというのは、直接指

定管理のほうにやるという形ですか、それとも市のほうに先に話するという形になります

か。 

澤口委員長：産業観光課長。 

中村産業観光課長：基本的には指定管理者が、市長の承認を受けてというふうになってお

りますので、市側では基本的に指導することになると思います。 

 先ほどの営利目的というふうな部分で、物品の販売等というふうなことで申し上げたの
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ですけれども、基本的にそれがボランティア的な少額の売上げとかというふうなものであ

れば、認められるかもしれませんけれども、ほかの物品販売等と何ら変わらないような形

でもうけることも可能なような状態であれば、なかなか減免というのは厳しいかもしれな

いというような状況です。 

澤口委員長：副市長。 

米田副市長：市のほうでは、福祉団体が自分で野菜を作って売ったり、あとパンを焼いて

売ったりするのは商売ではなくて、障害者の資質の向上、あとは訓練の一環としてとらえ

ておりますので、ほとんど減免の対象になるのではないかと思います。 

澤口委員長：よろしいですか。 

 そのほかございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：関連なのですけれども、要するにコロナであそこにお客さんというか、い

るのは高校生ぐらい、一般の人はほとんど見かけないという中で指定管理やる、利用料金

制やるというのだけれども、市も積極的に関わっていかないと、行政だけ指定管理した人

たちだけに責任任せみたいなことをやると、多分盛り上がらないのではないのかなと。自

分たちだけ指定管理者制度だから指定管理者の人がちゃんとやれよと言っても、一番、私

たちが市民の人たちにしゃべられるのが、あの立派な施設建てて、人、何もバラバラでは

ないかとよく言われる。 

 だから、やっぱり行政も一緒になってやっていかないと、あそこなかなか盛り上がって

いかないと思うのですよ。その辺を少し考えながら進めていかないと、今さっき業者任せ

だってなっているから、その辺、どういう考え持って今後進めようとしているか、その辺

について。 

澤口委員長：副市長。 

米田副市長：みーくるのにぎわい創出に関しましては、造るときから町内会を巻き込んだ

り、近くの学校とかの人に利用してもらうとか、そういう働きかけをしておりました。た

だ、できると同時にコロナの状況になったものですから、人を集めるようなことを全て控

えまして、今の状況になっています。 

 指定管理の指定された業者の人にお任せというふうには考えておりません。市のほうで

も町内会、当初の考えどおり町内会にお願いして、あそこを使ってもらう。あとは学校の

関係者、あと団体、いろいろな団体にも声かけて、できればせっかく造った施設ですか

ら、にぎわいのあるようにしたいと考えております。 

澤口委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

澤口委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４２号三沢市駅前広場条例の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は、全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 御協力ありがとうございました。 

午前１０時３１分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   澤 口 正 義   


